


  

７．今後の地域農業のあり方 

    ・中小国地区の農地利用は、「２．今後の地域の中心となる経営体」に記 

載の組織、個人が中心となって担っていく。 

・収益の確保や生産経費の削減等の経営改善に取り組み、経営の安定化を 

図る。 

・大型機械の導入により、大区画ほ場における作業の効率化を図るととも 

に、余剰労働力を活用した高収益作物の取組拡大により収益の向上を図 

る。 

・担い手への農地集積により集落ぐるみの農業生産体制の維持を図るとと 

もに、雇用等による担い手の育成・確保に取り組む。 

・他集落や関係団体等と連携し、需要に応じた農産物の生産や加工商品の 

開発・販売、地産地消の推進を通して地域の活性化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


